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4．摘　　　　　要

洋梨バートレットの無袋栽培を実施するうえに果実に

対する銃・葉に対する日放け等の発生は大きい障害とな

っているが，これ等の発生の少い粉剤について，殺菌・

穀姉効果を検討して次の結果を得た．

殺菌剤

1・慣行ボルドー液及びクプラビットは殺菌効果が高

く炭痘病及び早期落葉の発生が少なかったが，クプ

ラビットは葉及び果実に甚しく薬章を生じ供試した

濃度では実用的価値は認められなかった．

2・ノックメートは果実に対する銃の発生は少いが，

炭症病の発生を多くした．

3・ネオニリットは菓及び果実に薬害を生じ供試濃度

では実用価値はなかった．

4・撒粉ボルドーは生育末期に果実にすす状汚染を生

じ落葉を早めた．

5・キャブタソは炭素病の発生や落葉がなく，鋏の発

生が少くきれいな果実が得られた．

6・以上から薬害がなく殺菌効果が高く実用的価値の

あるのは慣行ボルドー液・キャブタンであった．

殺脾剤

1・アカール・E・P・N・D・Nホリドール各粉剤及び水

和硫黄の粉剤的使用はいずれも殺脾効果が高く薬害

や日放けの発生はほとんど認められなかった．

2・水和硫黄の粉剤的使用は他の殺稗粉剤に比して持
続効果が特に長かった．

桃幼樹の主枝育成に関する試験

熊　谷　徹　郎・佐　藤　幸　平

（宮　城　県　農　試）

1・措　　　　昌

現在の桃栽培で掛こ考えるべき問題は反収増加であ

る・その反収増加の要因は樹体そのものにある．従って

樹冠構成の基盤となる主枝育成が基本である．主枝育成

に当っては定植初年に完全な主枝構成をすることと主枚

相互間の均等生育が望ましいと考えられる．この点から

筆者等は1955年より主枝育成方法の試験を行ってきた．

本試験はその一部で主幹の新柄の取扱い及び主枝上側の

硬の取扱いが樹体の生育と主枝の均等生育に及ぼす要因
を検討した．

2・方　　　　法

実験し供託樹は新大久鼠1955年3月定植，苗木の

高さを45・相・75cmとする・新柄の取扱い方法は放
任・摘心・努除とする．

3・成　　　　績

各区の主枚の相互生育をみるために主枝の伸長最・樹

体総伸長量を調査した（第1～2表）．すなわち主枝の

伸長量は放任・摘心区共主幹の短い程良い生育を示して

いるがその差は僅少である・新柄の処理間では放任区が

地区より悪い・生育過程をみると摘心・努除区は同様な

生育曲線を示しているが幹長45．相cmでは摘心区が努除

区より稗々良い憤向を示す．次に主枝別にみると放任区

は第二主枝が極軌こ弱い生育を示し，各主校長間も均一

を欠く生育を示す・摘心区は主枝相互間の生育は各長さ

とも第一主枝が最も良く，次いで第二・第三主枝の順で

ある・なお主校長開蓋は放任区よりすくない．また主幹

の長短が主枝の相互生育に及ぼす影響はないと考える，

労除区の主枝生育をみると60・75cmでは摘心区と同様

に第一主枝が点も良く次いで第二・第三主枝の順であ

る・なお各主校長間差も少ない．次に樹体総生育最を6

月2柑・12月5日の調査でみると何れも放任区が最も良

好で・摘心区は放任区の半農以下の生育であり∴動こ斬

除区は兢位の生育量である・なお主幹の短い程摘心と軒

除の生育量の差がすくない．

実験Ⅱ・定植2年日に主枝上側枝の多少が主枝の相互

生育及び樹体生育に及ぼす関係を検討するために側枝の

処理区をA区（放任）・B区（一都努除）・C区（全努

除）とする・各区の主枝周の肥大をみるとA区は他区より

最も良く，次いでB区で，C区は最も生育が悪い．各区

間の差は7月10日頃までの初期の肥大によって差があら

われている・このことは乗数の多少による同化作用の能
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力による差であると考えられる．次に2年目に発生した

主役延長枝の肥大をみると各処理間とも第一主枚が最も

良く次いで第三主枝で，第二主枝が最も弱い生育を示し

ている（表省略）・なお各区の総体的な生育状態をみる

ために供試樹を掘起し地上部・地下部の解体調査をした

（第3衷）・すなわちA区は地上部・地下部共他区より

良好で養分吸収根である0・5cm以下の細板が多い．以上

のことから更に主枝相互の均等育成に及ぼす影響をみる

ために1樹間の主枝3本の側役の処理をA区（放任）・

B区（‾部努除）・C区（全努険）を設けその生育状態

をみた（第4表）・肋10を除けば生育初期では同じ肥大

状態であったが，生育終期はA区・B区がC区より肥大

が良い債向を示す．また主枝別の総伸長量をみると肋
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10以外はA区が最も良く次いでB区で・C区は最も少い

生育丑である（肋10A区が不良なのは第三主枚で且つ

初期の生育差がありすぎたためと思われる）．

4．結　　　　び

以上の結果から定植初年日で3本の主枝以外の主幹上

に発生する新桐を摘心あるいは努除すると一樹当りの総

伸長最は放任よりすくないけれども主枝生育畳が大とな

り且つ主枝相互間の生育差が僅少となる傾向を示し主硬

膏成上効果的な処理と考えられる．また2年目の主枝上

の側枝の多少による均等化は人為的操作としては良好な

手段と考えるが，なお他の要因である主枝間隔・角度等

に相関している点がありその点は検討中である．

第1表　主枝伸長の相互生育について
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第2表　樹　体　総　伸　長
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第3真　樹　体　解　体　調　査

＼一、、項

＼＼、＼、、日

区　＼＼

地　　　　上　　　　部

主幹】1年枝い年町　計

地

釘盲さ孟‾
以　下

下

0，6～1．0■1．1～2．0：2．1以上 計

Campbell’sEarlyの房摘みについて

小　野　公　二・神　　　昭　三

（岩　手　県　農　試）

岩手県のぶどうは近年大迫町近辺を中心に年々増植さ

れ，生産量もうなぎ昇りに上昇して来ている．品種は大半

がCampbelrsEaryでこれに若干DelawareとNiagara

が湿っている．生産者は農業専業もあるが商業の側ら副

業的にぶどう栽培を行っているのが半数近くもあり，栽

培法についても技術的にも浅いので生産品についても，

非常に果実の不揃いが目立っておる．出荷はこれを共同

で行い盛岡市場を対象とする共同選果・箱詰めを昨年か

ら実施するようになった．未成木も多いが年々生産量も

増し現在の一市場出荷から更に広範囲な県外出荷に市場

を開拓して行かねばならない所である．また一方生産量

を殖やすとともに質的面の向上も考慮して．行かねばな

らない．すなわち輸送に好適な房の目方・形・果実の固

さ等を工夫し．生食用果実の新鮮味を保持させ荷傷みを

最少隈に止めるような果実の作りを考えて行かねばなら

ない．これ等の点に付いて主にCampbelrsEaryについ

て行った試験を述べてみる．

1．割穂の除去

Campbellの果房はそのまま結実させると非常に巨大

になるが，更に副穂をそのままに結実させると主穂と同


